
朝日連峰の絶景を望む　
春の雪山トレッキング



町長歳時記
Pick Up News
　東京に空気神社が出現 !? コラボ第１弾が始動
特集
　地域の魅力を知る
町政スポット
　・あさひりんごの郷協議会総会
　・町りんご生産者大会を開催
　・寄付採納報告　ほか
朝日町立小学校子ども議会が開催
まちレポ
　・朝日町の地酒　豊龍蔵を訪ねる
　・大暮山公民館大会
　・緑の少年団「マイ箸をつくろう」　ほか
喫茶「真理夢」開店 40 周年
MBA クラフトサイダーが新発売
それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町の神社と御堂
戸籍のまど、となりのりんごさん、アケビアー第 2
弾が販売開始
金メダリストがやって来た！
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　３月５日、「春の雪山トレッキング」が開催され、町内
外から 26 人が参加しました。近年はコロナ禍のため、
中止しており３年ぶりの開催。当日は雲一つなく、澄み
渡る空がどこまでも広がっていました。雪も締まってい
て、絶好のトレッキング日和。目的地である絶景スポッ
ト「サイヅチ峰」からは大朝日岳もきれいに見ることが
でき、参加者たちは大自然を満喫していました。

　表紙の写真

 

　　町長歳時記　（194）

今月の注目情報Pick Up News

　

２
月
27
日
、
町
と
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
株
式
会
社
空
質
空
調
社

（
道
浦
正
治
社
長
／
東
京
都
）

は
、
空
気
の
大
切
さ
を
発
信

す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
ま
し
た
。

　
コ
ラ
ボ
第
１
弾
と
し
て
、
２

月
27
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
、

空
気
神
社
の
空
気
を
体
感
で
き

る
ブ
ー
ス
を
東
京
汐
留
ビ
ル
内

に
開
設
し
ま
し
た
。
同
社
の
空

質
７
要
素
（
温
度
・
湿
度
・
清

浄
度
・
気
流
・
除
菌
・
脱
臭
・

香
り
）
を
制
御
す
る
技
術
を
活

用
し
、
空
気
神
社
の
空
気
を
再

現
。
ブ
ー
ス
に
入
る
と
町
の
木

で
あ
る
ブ
ナ
の
香
り
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
来
年
度
か
ら
は
業
界

初
の
試
み
と
な
る
空
気
の
課
題

や
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
取
る

べ
き
活
動
を
学
ぶ
教
室
「
キ
ッ

ズ 

エ
ア
ラ
ボ
」
も
開
始
し
ま

す
。
こ
れ
は
同
社
と
町
内
小
学

校
の
教
員
が
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
し
行
う
も
の
。
朝
日

町
を
皮
切
り
に
今
後
全
国
へ
と

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
様
子
は
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
紹
介
し
、

合
わ
せ
て
空
気
が
健
康
に
与
え

る
影
響
や
空
気
に
ま
つ
わ
る
情

報
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
空
気
神
社
体
感
ブ
ー
ス
が
開

設
さ
れ
た
同
ビ
ル
で
行
わ
れ
た

共
同
記
者
会
見
で
は
、
鈴
木
浩

幸
町
長
が
「
空
気
神
社
体
感

ブ
ー
ス
を
通
し
て
全
国
各
地
の

皆
さ
ん
か
ら
空
気
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
て
も
ら
っ
て
、
実
際

に
空
気
神
社
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と

話
し
、
空
質
空
調
社
の
道
浦
正

治
社
長
（
写
真
左
）
は
「
同
じ

志
を
持
つ
朝
日
町
と
共
に
美
し

い
空
気
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ

こ
と
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
こ
の
た
び
発
表

し
た
取
り
組
み
の
他
に
も
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
空
気
神
社

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
ゼ
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
計
画
。
合
わ
せ
て
町

は
星
空
に
優
し
い
光
害
対
策
型

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
な
ど
、
空

気
神
社
を
環
境
の
町
の
世
界
的

シ
ン
ボ
ル
と
す
べ
く
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

朝日町×パナソニック株式会社空質空調社

東京に空気神社が出現 !? コラボ第１弾が始動

▲共同記者会見の場にて道浦正治社長（写真左）と鈴木浩幸町長、
小笠原卓副社長（写真右）
◀東京で空気神社の美しい空気を再現した体感ブース

●「空気神社のブース」の空質７要素設定
温　度：19℃
湿　度：50％
清浄度：CO2<650ppm、PM2.5<15ug/m3
脱　臭：不快なニオイなし
香　り：ブナ

気　流：0.5m/s
除　菌：99％以上除菌
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人生を切り拓く
～未来を信じ、
　　　　　希望を見つめ、
　　　　　　　　　行動する～
　「人間は自分の運命を変えることができるだ
ろうか」
　運がいいとか悪いとか、私たちは何気なしに
使うことがあります。その時々の状況を、自分
ではどうすることもできない「運」として片付
け、あたかもその結果責任が「運」や「天」に
あるような言い方をしてしまうことが往々にし
てあります。
　今から92年前、アメリカの保険会社の技術
者であったハインリッヒ氏によって刊行された
『災害防止の科学的研究』という著書の中で、
大事故を未然に防ぐ考え方が示されました。１
つの重大事故の前段には29の軽微な事故があ
り、その前段には300のヒヤリとするハットす
る事柄が起きている。これを「ヒヤリハット（ま
たはハインリッヒの法則）」と言い、常日頃から
ヒヤリまたはハットする事柄を起こさないよう
に努めることにより、29の軽微な事故、さら
には重大事故の発生を未然に防ぐことに繋がっ
ていくというのです。
　偶然と思われる事故も、私たちが関与できな
い運命の次元の話ではなく、私たちの不断の努
力と心がけにより未然に防ぐことができます。
また、見方を変えれば、起こり得る可能性のあ
る運命をも変えることができるのです。1つの
大きな成果を成し遂げるためには、小さな成功
を積み重ね、さらにその根底には不断の努力の
積み重ねが必要なのです。
　人間の可能性は無限であります。そこにやる
気と挑戦する勇気があれば、必ず事を成し遂げ
ることができます。
　どんな苦境の時であろうと、未来を信じ、希
望を見つめ、行動する。この前向きに人生を
切り拓いていこうとするたくましい人間の姿勢
と、絶え間ない努力が、新しい時代を築いてい
くのです。
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　　特集　地域の魅力を知る

特集特集

　

２
月
14
日
、
秋
葉
山
交
遊
館
で
大
谷
小

学
校
５
・
６
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
「
あ
す
エ 

ハ
ッ

ピ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
発
見
👀
じ
ま
ん
の
あ

さ
マ
ル
印
🍎
」
の
報
告
会
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
す
エ
の
「
あ
」
は
朝
日
町
、「
す
」
は
ス

マ
イ
ル
、「
エ
」
は
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か

ら
き
て
お
り
、「
明あ

す日
」と
も
か
け
て
い
ま
す
。

町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
前
に

　
「
朝
日
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
、
と
子
ど
も

た
ち
は
言
う
の
で
す
が
、
み
ん
な
は
Ｐ
Ｒ
で

き
る
ほ
ど
町
の
こ
と
知
っ
て
い
る
の
か
な
？

と
聞
く
と
答
え
ら
れ
な
く
て
…
。
そ
ん
な
状

態
で
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は
難
し
い
よ
ね
、
と
い
う

の
が
こ
の
学
び
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
」―
―
。

大
谷
小
５・６
年
生
担
任
の
佐
藤
梨
恵
子
先

生
は
学
習
の
始
ま
り
を
振
り
返
っ
て
語
り
ま

し
た
。

地
域
と
の
関
わ
り
か
ら
目
標
を
決
定

　
「
自
分
た
ち
が
思
う
よ
り
も
町
の
こ
と
を

知
ら
な
い
」
こ
と
を
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
。

ま
ず
身
近
な
大
谷
地
区
に
絞
り
、
い
つ
も
目

に
す
る
国
道
沿
い
の
お
地
蔵
さ
ま
「
よ
だ
れ

地
蔵
」
に
注
目
し
ま
す
。
少
し
ず
つ
調
べ
て

い
く
中
で
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
、
関
わ
り
が
見
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
目
標
を
「
朝
日
町
だ
け
の
ハ
ッ

ピ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
発
見
し
て
伝
え
る
こ
と

で
、『
朝
日
町
に
行
っ
て
み
た
い
な
』
や
『
朝

日
町
を
誇
り
に
思
う
』気
持
ち
を
広
げ
よ
う
」

に
決
め
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
の
気
付
き

　
目
標
を
掲
げ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域

活
動
推
進
員
の
堀
志
津
さ
ん
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
田
岡
知
暁
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
・
希
望
活
動
人

口
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
町
の
将
来
に
希
望
を
持
っ
て

活
動
す
る
「
希
望
活
動
人
口
」
と
な
る
こ
と

で
、
町
外
の
人
に
Ｐ
Ｒ
し
て
来
て
も
ら
う
こ

と
以
上
に
、「
町
に
誇
り
を
持
ち
、
町
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」
の
大
切
さ
に
気

付
い
た
と
子
ど
も
た
ち
は
言
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
も
子
ど
も
た
ち
と
同
様
に
、

今
回
の
活
動
を
通
し
て
関
わ
り
を
持
っ
た
こ

と
で
、
地
域
を
再
発
見
し
新
た
な
気
付
き
を

得
た
よ
う
で
し
た
。
そ
う
し
て
お
互
い
に
高

め
合
い
、
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ

と
で
、
朝
日
町
が
よ
り
良
い
方
向
へ
と
進
ん

で
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　　あすエ ハッピーミュージアム
 発見👀じまんのあさマル印🍎報告会

地域の魅力を知る
　町や地域の魅力は長年住んでいる人ほど見逃してしまいがちです。そんな何気ない

地域の魅力について、全く異なる視点から着目した２つの発表会が行われました。

　始めに大谷小学校の児童たちが町のハッピースポットについての発表会を、そして

年配の方々の暮らしの中にある宝ものについての発表会を紹介します。

よだれ地蔵と赤地蔵
が今の場所に来ること
になった経緯を劇形式
で披露しました。

劇チーム
地蔵カレンダーやシール・
ノートを制作。実際に赤地
蔵が着る用として、服と帽
子も作りました。

グッズチーム

大谷地区や大沼地区のお地蔵さま
や神社を紹介したパンフレットを制
作。折りたたんだ時に見やすいよう
に文字を逆さにするなどデザインに
も気を付けました。

パンフレットチーム
よだれ地蔵と赤地蔵のポス
ターを制作。詳しい情報が知
りたい方向けに二次元コード
も載せています。

ポスターチーム

多くの地域の方とのつながりができ、
いろいろなことを教えていただきました

親しみを持てるように
標準語で台本を作ってから
“なまり”バージョンを

作りました

印刷会社さんと相談して
紙の厚みや素材にも

気を配りました

それぞれの特徴が目立つ
ように写真の表現や、文字の

色も工夫しました

縫い目や形をそろえるのが
大変だったけど、赤地蔵さまに
暖かい服を着てもらいたいと

いう一心で頑張りました

▼山形空港ロビーにも展示（3/24 まで）

ポスターの完成度がとても高くて、義
務教育課内のみんな驚いています（ど
よめいています）。そして、「朝日町、面
白そうだなあ」と感じていた方もたくさ
んいました。皆さんの頑張りに、私たち
もたくさんエネルギーをもらいました。
これからもどうぞ頑張ってください！

県庁内ポスター掲示許可申請の際
県教育庁義務教育課の皆さまから

子どもたちへお便りをいただきました

▲地蔵カレンダーと地蔵シール

小学生が地域の魅力を発見！



 朝日町生活支援体制整備事業「地域の宝もの発表会」

　　特集　地域の魅力を知る
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２
月
28
日
、
秋
葉
山
交
遊
館
を
会
場

に
町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
朝
日
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業「
地

域
の
宝
も
の
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
木
村
利
浩
氏
に
よ
る
「
支
え
合
い
は

地
域
の
宝
～
元
気
に
暮
ら
す
コ
ツ
～
」

と
題
し
た
講
演
の
後
、
町
内
３
つ
の
団

体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が

宝
も
の
で
あ
る
と
気
付
く
こ
と

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
最
後
ま
で
自

分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
に

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
気
に
か

け
あ
い
、
助
け
合
い
・
支
え
合
い
な
が
ら

「
お
た
が
い
さ
ま
」
の
視
点
で
地
域
づ
く

り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
は
、
た
く
さ

ん
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
が
自
然
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も
当

た
り
前
過
ぎ
て
「
宝
も
の
」
と
気
付
き

ま
せ
ん
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
そ
ん
な
暮
ら
し
の

中
に
あ
る
自
然
な
支
え
合
い
を
「
地
域

の
宝
も
の
」
と
し
て
町
内
の
事
例
を
紹

介
し
、
意
識
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
宝
も
の
＝
幸
せ
の
資
源

　
講
演
の
中
で
木
村
氏
は
、「
一
人
暮
ら
し

や
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
き
た
高
齢
者
が
、

住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

た
め
に
は
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
難
し

く
、そ
れ
を
補
う
も
の
が
「
地
域
の
宝
も
の
」

で
あ
り
、
幸
せ
の
資
源
だ
と
話
し
ま
す
。

　
地
域
の
宝
も
の
の
例

・
お
茶
飲
み
な
ど
の
つ
ど
い
の
場

・
お
す
そ
分
け
な
ど
の
優
し
い
気
遣
い

・
カ
ー
テ
ン
の
開
閉
確
認
な
ど
の
見
守
り

・
ゴ
ミ
出
し
や
買
い
物
な
ど
の
手
助
け 

な
ど

・
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
の
各
種
事
業

・
地
域
の
サ
ロ
ン
や
交
流
イ
ベ
ン
ト

・
伝
統
行
事
や
お
祭
り
、
郷
土
芸
能
の
継
承

・ 

趣
味
・
娯
楽
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー

ク
ル　
な
ど

　
地
域
の
宝
も
の
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、

「
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
生
か
せ
る

場
が
あ
る
」「
そ
う
し
た
場
や
近
隣
と
の
親

し
い
つ
な
が
り
が
あ
る
」「
つ
な
が
り
の
中

で
お
互
い
を
見
守

り
支
え
合
え
る
」

こ
と
。
そ
れ
こ
そ

が
高
齢
に
な
っ
て

も
元
気
に
過
ご
す

コ
ツ
で
あ
る
と
話

し
ま
し
た
。

　本日の３つの団体の取り組みのお話を
聞いて、その時のことを一つひとつ思い
出していました。大暮山長寿クラブは春
先、私もお呼びいただいた、とっても暖
かい雰囲気の敬老会。民謡秀岳会の皆
さんからは、文化祭や各地域の公民館で
の発表会で素晴らしい唄声を聴かせても
らいました。前田沢いきいきクラブの皆

さんは毎年何の「かかし」を制作するの
か、とても楽しみであり、男女一緒になっ
ての活動ということ嬉しく思います。
　人と人とのつながりは本当に宝です
ね。これからもさらに人生を充実させ、
皆さんの素晴らしい力をどんどん発揮し
て、地域や町へ元気を与えていただきた
いと思います。

人と人とのつながりは宝
　私は 2018 年から朝日町にお邪魔して
いますが、朝日町の人は年齢を重ねても
元気な方が多いですね。発表を聞いて
つくづく思ったのですが、皆さん自分ら
しい居場所や役割を持たれている。そ
のことがとても大事なことなんだと思い
ました。
　そして、皆さんより少し下の世代で

ある 40、50 代の世代の方にこそ、そう
いったところを知ってほしいです。自分
にとっての宝ものって何だろうと考える
際のお手本、先生となり下の世代に「宝
ものってこういったものだよ」と教えて
いただきたい。これからも朝日町にたく
さんの宝ものを生み出していただきたい
です。

宝ものを持っているお手本として下の世代へ

木村 利浩 氏

大
暮
山
長
寿
ク
ラ
ブ

－ 講評 －

鈴木 浩幸 町長

－ 講評 －

▲コロナ禍前は、こんな風に寄り添って皆
さん笑顔で話をしていました

民
謡
が
楽
し
み
で
生
き
が
い

　
こ
の
道
55
年
で
町
芸
術
文
化
協
議
会
会

長
で
あ
る
安
藤
秀
岳
先
生
（
右
頁
上
右
写

真
）
の
指
導
の
下
、楽
し
く
唄
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
発
表
の
機
会
で
あ
る
町

芸
術
文
化
祭
が
２
年
間
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
度
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
熱
望
し

て
い
た
発
表
会
を
開
催
。
舞
台
上
で
生
き
生

き
と
し
た
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
練
習
が

終
わ
る
と
お
茶
の
時
間
が
あ
り
、
そ
れ
も
ま

た
楽
し
み
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
謡
秀
岳
会

能
動
的
な
活
動
で
地
域
に
活
力

　
平
成
13
年
、
閉
じ
こ
も
り
解
消
を
目
的

に
活
動
を
開
始
。
た
だ
お
茶
飲
み
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
受
け
身
で
は
な
い
参
加
型
の
活

動
と
し
て
、
交
通
安
全
の
か
か
し
づ
く
り
や

村
社
な
ど
の
「
鐘
の
尾
」
づ
く
り
（
右
頁
上

中
央
写
真
）
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
業
後
の
お
茶
飲
み
も
か
け
が
え
の
な
い
時

間
で
す
。
一
般
的
に
男
性
の
参
加
率
が
低
い

中
、
前
田
沢
で
は
男
性
の
方
も
多
く
、
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
田
沢
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

年配の方々に元気に
なってい

・ ・ ・ ・
ただくのではなく、

みんなでいっしょにいきいきと
過ごせるよう頑張っています

生
活
を
豊
か
に
す
る
地
域
活
動

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
芋
煮
会
・
健
康

教
室
・
輪
投
げ
大
会
・
お
茶
飲
み
会
な
ど

工
夫
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
近
く
だ
か
ら
こ
そ
集
ま
っ
て

活
動
で
き
る
「
元
気
ク
ラ
ブ
」
も
長
寿
ク
ラ

ブ
で
運
営
。
春
先
の
資
源
回
収
も
長
寿
ク

ラ
ブ
が
担
っ
て
い
ま
す
（
右
頁
上
左
写
真
）。

長
寿
ク
ラ
ブ
自
身
が
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
も
熱
意
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大暮山の戸数は
減っていますが、この大事
な長寿クラブを残したい、

無くしたくないと
思っています

▲発表会でもお２人による「最上川舟唄」
が披露。その唄声に魅了される皆さん

▲今年度制作したかかしは「さがえつや
姫ヴィラージュかかし祭」組合長賞を受賞

民謡を唄うと
気分が楽になり楽しい。

明日民謡だと思うと
ワクワクします

自然な支え合いを再確認する



寄付採納報告

　２月13日、角田商事株式会社（角田祐一郎代
表取締役社長／寒河江市）から金員１００万円を
寄付いただきました。
　「スポーツを通じて世代を越えた交流が図られる
と嬉しい。地域課題を解決する一助としてほしい」
と角田祐一郎社長。いただいた寄付金は、モルッ
クやカローリングなど来年度開催を予定している
ニュースポーツ体験会の備品購入費等として活用
します。

角田祐一郎代表取締役社長（中央）、角田裕一代表取締役会長（右）

令和６年度までの活動計画を決定　あさひりんごの郷
さと

協議会総会

　
２
月
24
日
、
あ
さ
ひ
り
ん
ご
の

郷
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
生

産
者
や
連
携
機
関
と
共
に
作
成
し

た
活
動
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

①
移
住
・
就
農
の
推
進

②
樹
園
地
継
承
の
仕
組
み
づ
く
り

③
地
域
農
業
の
振
興

計
画
は
こ
れ
ら
３
本
柱
か
ら
な
る

も
の
で
、
今
後
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
①
は
農
業
に
強
い
関
心
を
持
つ

移
住
・
就
農
者
を
全
国
か
ら
受
け

入
れ
、
研
修
受
入
農
家
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
や
栽
培
研
修
・
就
農
・
定

着
に
向
け
た
支
援
を
行
う
も
の
。

　
②
は
離
農
や
廃
園
前
に
新
規
就

農
者
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
情
報
を

収
集
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
や
、

第
三
者
へ
の
園
地
継
承
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
む
も
の
。

　
③
は
IT
や
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
、

企
業
連
携
に
よ
る
援え

ん
の
う農

な
ど
を
通

じ
た
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進

や
、
ス
マ
ー
ト
機
器
導
入
に
よ
る

省
力
化
・
軽
労
化
な
ど
を
推
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
会
長
の
鈴
木
浩
幸
町
長
は
「
危

機
感
を
共
有
し
、
町
の
り
ん
ご
産

業
を
後
世
に
伝
え
た
い
。
町
の
基

幹
作
物
で
あ
る
り
ん
ご
の
持
続
的

発
展
に
向
け
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
大
江
町

就
農
研
修
生
受
入
協
議
会
「
Ｏ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
（
お
し
ん
）
の
会
」
の
林
昇

司
副
会
長
か
ら
、
新
規
就
農
者
へ

の
研
修
や
支
援
内
容
、
研
修
生
の

受
入
体
制
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生産者や連携機関から 25 人が参加

「ＯＳＩＮの会」の林昇司副会長

朝日町りんご生産者大会を開催

りんご品評会において表彰を受けた皆さん

の
開
催
と
な
る
同
大
会
で
は
、
第

42
回
朝
日
町
り
ん
ご
品
評
会
の
表

彰
式
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
講
座
、

あ
さ
ひ
り
ん
ご
の
郷
協
議
会
の
活

動
計
画
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
朝
日
町
果
樹
組
合
連
絡
会
議
会

長
の
鈴
木
秀
浩
さ
ん
（
小
原
）
は

あ
い
さ
つ
で
「
良
い
う
わ
さ
と
違
っ

て
、
悪
い
う
わ
さ
は
す
ぐ
に
広
ま

る
。
消
費
者
へ
の
誠
実
な
対
応
を

心
が
け
、
ま
た
り
ん
ご
を
買
い
に

来
て
く
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

ふれあい荘に 24 時間テレビ
福祉車両が寄贈されました

　
町
内
り
ん
ご
農
家
を
対
象
と
し

た
「
朝
日
町
り
ん
ご
生
産
者
大
会
」

が
２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
約
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り

介護および認知症予防等に関する研修会を開催

　
２
月
15
日
、
大
谷
第
五
区
公
民

館
で
介
護
お
よ
び
認
知
症
予
防
等

に
関
す
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

区
民
ら
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
健
康
福
祉
課
が
同
区

か
ら
の
要
請
を
受
け
て
開
催
し
た

も
の
。
町
内
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
認

知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
町
立

病
院
の
作
業
療
法
士
な
ど
が
講
師

と
な
り
、
認
知
症
予
防
と
介
護
の

２
部
構
成
に
よ
る
健
康
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
部
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
活

用
し
た
講
義
の
後
に
、
認
知
症
の

方
へ
の
実
際
の
接
し
方
を
劇
方
式

で
紹
介
。
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
演

技
と
内
容
に
区
民
の
皆
さ
ん
は
大

笑
い
。
涙
を
流
す
人
が
出
る
ほ
ど

の
笑
い
が
巻
き
起
こ
り
、
楽
し
み

な
が
ら
適
切
な
対
応
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　
後
半
部
の
介
護
教
室
で
は
、
実

際
に
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
区

民
の
方
か
ら
「
家
の
中
で
転
ん
だ

家
族
を
起
こ
す
の
が
大
変
」「
車

へ
の
乗
り
降
り
の
介
助
が
難
し
い
」

と
い
っ
た
具
体
的
な
質
問
が
挙
が

り
、区
民
の
皆
さ
ん
は
関
心
を
持
っ

て
、
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
健
康
教
室
の
ご
依
頼
は
、
健
康

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
67
‐
２
１
５
６
）
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認知症の方の尊厳を守ることが大事と学びました

半身不随の方が転んだ際の起こし方を実践

　町では、結婚を望む方を応援し、共に活動いた
だける方を募集しています。
結 婚 応 援 団…結婚相談会のほか、仲人活動や
　　　　　　　結婚に対する悩みの相談対応
婚活サポーター…イベント開催による出会いの場
　　　　　　　の創出などのサポート活動

一緒に素敵な出会いを応援しませんか？ 

朝日町結婚応援団

婚活サポーター
募集中！

▶連絡・問合せ先
　政策推進課総合政策係　☎６７- ２１１２

◀
結
婚
相
談
会
に
て
結
婚

相
談
を
受
け
る
結
婚
応
援

団
の
お
２
人

◀活動の詳細は広報あさひまち
　令和４年２月号に掲載しています

　２月24日、朝日町福祉会・ふれあい荘デイサー
ビスセンター（長岡重利理事長）は公益社団法人
24時間テレビチャリティー委員会から福祉車両１
台の寄付を受けました。
　これは昨年8月の24時間テレビ45「愛は地球
を救う」に寄せられた募金で県内３事業所に贈られ
たもの。寄付を受けて長岡理事長は「皆さんの思
いやりや真心、関係者の熱い思いを受け止め、地
域福祉の向上に役立てたい」と謝辞を述べました。

寄付していただいた車いすのリフト付きバス

82023.39 2023.3

　　町政スポット



■ 朝日町スポーツ協会表彰　殊勲賞

■ 朝日町子どもの芸術文化活動表彰

氏　名 職業（学校） 地　区 主な成績

遠藤　大空 日大山形高３年 真　中 第 73 回山形県高等学校総合体育大会　テニス競技　男子団体
第 63 回東北高等学校テニス選手権大会　男子団体

第１位
第３位

菅井　美聡 山形中央高３年 沼　向 第 75 回全国高等学校バスケットボール選手権大会　山形県予選会　女子 第１位

清野　凜華 盛岡白百合学園高
３年 新　宿

第 31 回全国高等学校剣道選抜大会　女子団体
第 74 回岩手県高等学校総合体育大会　剣道競技　女子団体
第 54 回東北高等学校女子剣道選手権大会　女子団体
第 49 回東北総合体育大会兼第 77 回国民体育大会東北ブロック大会
剣道競技　少年女子の部（岩手県チーム）
第 77 回国民体育大会　剣道競技　少年女子の部（岩手県チーム）

第５位
第１位
第３位

第１位
第５位

藤田　　晶 山形工業高３年 大谷第五

第 68 回東北高等学校剣道選手権大会　男子個人
第 68 回東北高等学校剣道選手権大会　男子団体
第 77 回国民体育大会山形県予選会　剣道競技　少年男子の部

（山形県選抜チーム）

第３位
第５位

第１位

若月真都偉 東海大山形高３年 西船渡 第 73 回山形県高等学校総合体育大会　柔道競技　男子団体
第 77 回国民体育大会山形県予選会　柔道競技　少年男子

第１位
第２位

佐竹　　萌 山形中央高２年 常　盤

令和４年度山形県高等学校新人柔道大会　女子団体
令和４年度山形県高等学校新人柔道大会　女子個人
第 45 回全国高等学校柔道選手権　山形大会　女子団体
第 45 回全国高等学校柔道選手権　山形大会　女子個人

第１位
第２位
第２位
第２位

若月　保歩 東海大山形高２年 西船渡

第 73 回山形県高等学校総合体育大会　柔道競技　女子個人
ＪＯＣジュニアオリンピック令和４年度全日本ジュニア柔道体重別選手権
大会山形県予選会　女子個人
令和４年度山形県高等学校新人柔道大会　女子個人

第 1 位

第 1 位
第２位

海野　結菜 朝日中３年 緑　町 第 62 回山形県中学校総合体育大会　柔道競技　女子個人 第１位
佐藤　羽華 朝日中２年 新　宿 第８回山形県道場中学剣道選手権大会　２年女子個人の部 第２位

氏　名 職業（学校） 地　区 主な成績

白田　悠佳 西五百川小２年 松　程 ２０２２産経ジュニア書道コンクール　いきいき賞
第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

海野　　雫 西五百川小２年 西船渡 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

長岡　希海 西五百川小３年 常　盤 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

阿部颯二朗 西五百川小４年 松　程 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

阿部　廉士 西五百川小５年 松　程 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

佐竹　愛菜 西五百川小５年 太郎第一 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

松田依知佳 宮宿小５年 四ノ沢 明るい選挙啓発ポスターコンクール　県審査特選

成原奏太朗 宮宿小６年 新　宿 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

安藤　実音 大谷小６年 真　中 第 33 回大ケヤキ全国書道展　優秀賞

佐藤　桃子 朝日中２年 大暮山 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　山形放送賞
２０２２産経ジュニア書道コンクール　ジュニア賞

布施　　穂 朝日中１年 松　程 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

阿部琥太朗 朝日中２年 松　程 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

今井　美月 朝日中２年 新　宿 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　ふれあい書道展賞

小松　萌姫 日大山形高１年 八ツ沼 全国高等学校ダンスドリル選手権大会２０２２　KICK 部門 4 位

成原　結愛 東北文教大
山形城北高１年 新　宿 全日本書道展　学会奨励賞　

第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　山形県民書道展賞
若月　怜音 山形学院高３年 西船渡 第 28 回山形県民ふれあいジュニア書道展　山形県民書道展賞

■ 朝日町スポーツ協会表彰　優秀賞

氏　名 職業（学校） 地　区 主な成績

白田　瑠璃 朝日中学校講師 大谷第六 第 63 回全国教職員剣道大会第 15 回山形県選手選考予選会　女子の部 第２位

　
各
地
区
の
公
民
館
、
文
化
教
室
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
日
頃
の
生
涯
学
習
活

動
の
成
果
を
発
表
・
展
示
す
る
「
町
生
涯

学
習
推
進
大
会
」
が
２
月
26
日
、
創
遊
館

で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表

彰
式
お
よ
び
町
子
ど
も
の
芸
術
文
化
活

動
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
各
種
大
会
や
コ
ン

ク
ー
ル
等
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
町
民

に
賞
状
や
メ
ダ
ル
、
記
念
品
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
（
受
賞
者
は
一
覧
の
と
お
り
）。

　
大
会
発
表
で
は
、
女
性
文
化
教
室
「
お

ど
り
教
室
」「
大
正
琴
教
室
」
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
一
年
間
の
活
動

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
と
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
提
携
を
結
ぶ

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
と
の
共
同
事
業
で
、
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
船
木
和
喜
氏
が
来
町
。

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
伊
藤
こ
ず
恵
氏

と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
裏
表
紙
に
詳
細
記

事
）
が
行
わ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
豊
か
な
人
生
に
欠
か
せ
な
い
生
涯
学

習
。
そ
の
大
切
さ
を

確
認
す
る
有
意
義
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
様
子
は
ま
ち

の
写
真
館
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

※町スポーツ協会表彰規定「殊勲賞」「優秀賞」について【殊勲賞】①県大会で優勝、準優勝もしくは新記録を樹立した者　②東北・全国大会
で入賞もしくは新記録を樹立した者　③日本代表として国際競技会に出場した者　【優秀賞】①殊勲賞に該当しない大会において優勝、準優勝
した者　②児童について東北、全国競技大会において入賞した者、および県競技会において優勝、準優勝した者、もしくは新記録を樹立した者

１ スポーツ協会表彰受賞者　２ 女性文化教室「おどり教室」　３ 小中学生
の作品や文化教室の作品展示　４ 子どもの芸術文化活動表彰受賞者　５ 女
性文化教室「大正琴教室」　６ 多くの人が詰めかけ大盛況の創遊館ホール

　　町政スポット　　

１ ２ ３

４
５

第 35 回 朝日町生涯学習推進大会、各種表彰式

▶
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
ま
ち
の
写
真
館
」

６
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Ｑ１．さらにたくさんのお客様が朝日町を訪れるた
めに、これからどのように朝日町の宣伝を展開しよ
うと考えていますか。

宮宿小学校 【代表者】　小松 悠月、 海野 葉月、 渡邉 慎ノ助、 渡邉 未來、 成原 莉瑚

　2 月 20 日、「朝日町立小学校子ども議会」が町議場で開催され、町内３小学校の児童 51 人
が参加し、各校の代表者 12 人が鈴木浩幸町長へ質問を投げかけました。昨年度、町で初の開
催となった宮宿小学校「子ども議会」に続き、今年度はさらなる試みとして朝日町内３校合同
の子ども議会を開催。各校の代表児童は、総合的な学習の時間に学んだことに関連した質問を
堂々とした態度で発言していました。その質疑応答の内容をご紹介します。

▲子ども議会
　録画中継

子どもたちが町の将来を考える
朝日町立小学校子ども議会が開催

Ｑ２．町として、企業との連携やサポートについて、これま
での実績やこれからの予定などはあるのでしょうか。また、
このことについてどう考えていますか。

Ａ１．りんごや空気神社など朝日町ならではのものにつ
いてＳＮＳ等を活用しながら国内外の幅広い世代の方に
広くＰＲしていきます。

Ａ２．目的の異なる複数の補助金を準備し、企業や事務所への支
援を行うことで、社会の変化に対応できるよう引き続きサポート
していきます。また、複数の日本を代表する大企業と空気神社や
まちづくりにおいて連携し、町の活性化につなげていきます。

Ｑ１．小中学校が統合した後、各学校の思い出のたく
さん詰まっている校舎をどのように保存したり、活用し
たりしていくのでしょうか。

西五百川小学校
Ｑ２．地域に伝わる大切な伝統芸能を未来へ継承していくこ
との大切さを学びましたが、未来へずっとつないでいくため
には、今後どのような取り組みが必要だと考えていますか。

Ａ１．地域の方々からの意見もお聞きしながら、地域や町
にとってどのようになることが１番良い形となるかを考え
ていきます。

Ａ２．学校・家庭・地域のつながりを生かし、保育園から
中学校まで一貫した郷土学習を通じて、子どもたちの郷土
を愛する心を育むことで、伝統芸能についても次世代につ
ないでいきます。

Ｑ１．朝日町に住む人が、朝日町の魅力を知り直したり、
よさを感じられたりする、この町にすんでいてよかった、
と思えるような町内の人に向けた取り組みはありますか。

大谷小学校
Ｑ２．町のために何かやりたいと思う子どもが活用でき
る補助金制度をつくることは難しいでしょうか。

Ａ１．これまでのエコミュージアムの活動や今年度から始
めた「まちなかフリートーク」、「あさひ学びタイト」など町
民の方に町の魅力を知り直し、町の良さを感じることので
きる取り組みを行っています。

Ａ２．各学校の郷土学習等に対して交付している「特色あ
る学校づくり事業補助金」の枠を増額するか、子ども議会
で提案した事が実現できるような、新たな補助金制度を創
設することを考えていきます。

　自分の意見を伝えることは難しく、しかしとても大事なことです。
子ども議会の目的は政治や地方自治への関心を持つと
共に、皆さんの純粋な意見を町政運営に伝えることに
あると思います。質問から町や地域を愛する気持ちが
伝わりました。本日、自分の意見を堂々と発表し、
答弁や他の子の意見に真剣に耳を傾ける皆さんの
姿を誇らしく思いました。

－ 講　評 －

朝日町議会副議長　白田 忠一 議員

【代表者】　海野 優菜、 小川 紗弥花、 大井 涼太

【代表者】　佐久間 陽愛、 佐藤 逞、 遠藤 栞、 冨樫 一帆
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　朝日中学校２年生は今年５月の修学旅行で、町特産品の販売・
PR を計画しています。その前段階として２月28 日、特産品生産
者との交流会が行われました。
　交流会では生産者のこだわりや経緯についての話をお聞きし、
販売する特産品の試食などを行いました。生徒たちは「作ったも
のに対する生産者の方の思いや情熱を感じた。修学旅行では交
流会で感じたことをお客さんに伝えられるように頑張りたい」と
話しました。

修学旅行で朝日町を PR する下準備

朝日町 PR 活動 生産者交流会
２

伝統音楽に親しみ、地域に学ぶ

大谷小学校「雅楽教室」
２

24

　２月24 日、大谷小５・６年生の音楽の時間に、浮島雅楽保存
会（白田修一代表／大沼）の方々を講師に迎えて雅楽についての
授業が行われました。児童たちは龍笛や笙

しょう
などの雅楽に使われ

る楽器の説明や大沼の浮島雅楽の特徴などを教わり、実際の演
奏を聴きました。感想発表の場で、「初めて生で聴いたけど、５
つの楽器なのに、いろいろな音が聞こえてそれ以上に楽器がある
ように聞こえて驚いた」と話す児童たち。この取り組みは今後全
校生徒を対象へと広げていく予定です。

28

　２月12 日、大暮山公民館大会が同公民館で開催され、「語り
の会つむぎ」（成原千枝会長）の会員６人が民話劇や紙芝居など
を披露しました。嫁としゅうとめの争いと仲直りを面白おかしく
演じる民話劇「毒まんじゅう」では、観客に話しかけたり、実際
に食事をしたりとユーモアのある演出に会場はどっと湧いていま
した。他にも、歌に合わせてすだれをいろいろな形に変える南京
玉すだれでは明鏡橋など町内の名所が披露され、会場は笑顔と
笑いに包まれていました。

「語りの会つむぎ」

大暮山公民館に笑い声響く
２

朝日町の地酒作りの歴史を学ぶ

朝日町の地酒　豊龍蔵を訪ねる
２

12

　町エコミュージアム案内人の会が主催する「朝日町ふるさとミ
ニ紀行 豊龍蔵を訪ねる」が２月12 日に行われ、17 人が参加し
ました。３年ぶりの開催となる酒蔵見学会。当日は酒造りの詳し
い工程やこだわりなどの説明を受けながら、参加者は興味深く道
具や材料などを見て回りました。ツアーの最後には、豊龍蔵で作
られた日本酒や甘酒の試飲、利き酒などを実施。参加した方は「と
ても丁寧な説明で工程がよくわかり、作っている方の熱意が伝わ
りました。雰囲気も良くまた来たいです」と話していました。

12

　２月19 日、豊龍の丘公園で若者有志団体バッキラが主催する
雪遊びイベント「アイムソーリースメリ台」が開催されました。
当日は朝からあいにくの雨で午前のみに短縮しての開催となりま
したが、子どもたちは、バッキラのメンバーが前日から準備した
雪のすべり台を使ってそりすべりを楽しみました。「スピードが出
て怖いかと思ったけど楽しかった。次もあったらまた遊びたい」
と話す子どもたち。雨が降る公園でびしょ濡れになりながらも笑
い合う大人と子どもたちの笑顔が印象的でした。

朝日町 New アクション事業３年目の締めくくり

バッキラ雪遊びイベント「スメリ台」
２

木と触れ合い、親しみを持つ

緑の少年団「マイ箸をつくろう」
２

15

　２月15 日、西五百川小学校４年生による緑の少年団活動が行
われ、山形県の指導林業士で愛林会のメンバーである清野忠市
さん（古槙）を講師に迎えて箸作りに挑戦しました。箸の材料には、
地域のブランド杉である西山杉を使用。角材をカンナで削り、紙
やすりをかけて研磨し、最後に油を塗って箸が完成。初めて使う
カンナに悪戦苦闘しつつも、楽しんで作業にあたる児童たち。完
成した箸を見て「形、大きさをそろえるのが難しかったけど、う
まくできた」と笑顔で話していました。

19

　２月28 日、朝日中学校で１～２年生を対象とし
た「コンディショニング教室」が行われました。こ
れは生徒にスポーツに関する専門的な技術を身に
付けてもらうと共に、教員が運動指導をする際の
参考とするために毎年行われているものです。ミ
ズノスポーツサービス㈱の井上響さんと大友香苗
さんが講師を務め、運動前後のストレッチや基礎
体力向上・体幹トレーニングを実践。指導を受け
た生徒たちは、「家でも実践し、バランス・体幹を
鍛えて部活動へ生かしていきたい」と話しました。
　また、３月４日には、宮宿小学校体育館でジュ
ニアマラソンクラブおよび町スポーツ少年団を対
象とした同教室が行われました。中学校と同じく
講師を務めた井上さんは「成長期の子どもたちが
運動した後そのままだと筋肉が成長を阻害してし
まうので、ストレッチは身長を伸ばすためにも毎
日続けてください」とストレッチの重要性について
話しました。

まちづくり提携事業を結んだ

ミズノ㈱との共同事業

コンディショニング教室

２
28

３
４
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▶浮島雅楽の特徴であるほら貝も演奏
その大きな音に児童たちはびっくり

◀南京玉すだれで形づくられた大朝日岳

◀スピードが出ても笑顔の子どもたち

▶利き酒の正解者にはとっくりが
プレゼントされていました

▲▶姿勢を保つことで体幹を鍛える
トレーニング。始めはできなくても、
できるようになるまで挑戦し続ける
ことが大事、と話す井上さん
▼多くの子が教室前より体が柔らか
くなったと実感

◀りんごチップスを食べる生徒たち
実際に食べることで販売に生かします
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家
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の
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惑
、
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の
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本
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平
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導
い
た
外
交
戦
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ィ
リ
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ん
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。
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れ
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【ブックテーマコーナー】
特集「読んでみる家康の本」

▲先月25日に行われたボードゲーム
大会で、主催として見守る鈴木隊員

　
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
鈴
木
で
す
。
３
月
い
っ
ぱ
い
で
４

年
間
の
協
力
隊
活
動
が
終
了
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
な
ど
も
あ
り
、
人

を
集
め
て
の
事
業
に
制
限
が
あ
っ
た

中
で
の
活
動
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
松
本

亭
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
訪

れ
る
地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
町
内
外

の
方
々
と
の
交
流
と
、
宿
泊
の
お
客

様
の
対
応
で
し
た
。
朝
日
町
に
来
な

け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、

皆
さ
ま
と
の
出
会
い
や
交
流
が
、
か

け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
野
菜
や
ハ
チ
ミ
ツ
、
熊
や
イ
ノ
シ
シ

の
肉
、
キ
ノ
コ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お

裾
分
け
を
い
た
だ
い
た
り
、
タ
ケ
ノ
コ

掘
り
、
山
菜
と
り
な
ど
も
し
て
、
豊

か
な
自
然
の
恩
恵
を
感
じ
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
訪
れ
る
子
ど
も

た
ち
も
、
自
分
が
来
た
当
初
は
、
小

さ
く
賑
や
か
で
ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
っ

て
し
ま
う
感
じ
だ
っ
た
の
が
、今
で
は
、

す
っ
か
り
落
ち
着
き
大
人
び
て
、
４

年
の
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
て
、
交
流
す
る
楽
し

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま

す
。
朝
日
町
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
も
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
を
し
て
盛
り
上

が
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
直
近

で
は
、
２
月
25
日
に
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

大
会
」
を
開
催
。
町
内
外
か
ら
、
11

人
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
白
熱
し
て
、
笑
顔
も
あ
る
良
い
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
朝
日
町
内
で
ず
っ
と
や

り
た
か
っ
た
古
物
商
の
仕
事
を
し
ま

す
。
買
取
り
な
ど
も
行
っ
て
い
き
た
い

の
で
、
使
わ
な
く
な
っ
た
物
や
、
捨
て

る
に
は
忍
び
な
い
物
な
ど
あ
れ
ば
、
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「 ４ 年 間 を 振 り 返 っ て 」
移住・交流推進員（地域おこし協力隊）鈴 木 公

き み と

人（南陽市出身）

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

地域住民のよりどころ
喫茶「真理夢」開店 40 周年

同級生の皆さんで記念撮影。その後思い出話に花が咲いていました。

ウサヒもお祝いに駆けつけ花束を贈呈
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こ
の
た
び
喫
茶
「
真
理
夢
」（
栗

木
沢
）
が
開
店
40
周
年
を
迎
え
、
３

月
１
日
に
そ
の
記
念
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
店
主
の
遠

藤
ま
り
子
さ
ん
（
栗
木
沢
）
の
中
学

校
時
代
の
同
級
生
が
企
画
し
た
も
の

で
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
真
理
夢
は
町
初
め
て
の
喫
茶
店

と
し
て
昭
和
57
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン

し
て
以
来
、
ご
近
所
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
町
内
の
年
配
の
方
か
ら
親
子
連

れ
、
ま
た
は
町
外
の
営
業
職
の
方
ま

で
幅
広
い
層
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
の
小
中
高
の
同
級
生
で

あ
る
菅
井
君
子
さ
ん（
沼
向
）は「
真

理
夢
は
居
心
地
が
良
く
て
、
私
た
ち

の
母
親
世
代
も
定
期
的
に
通
う
な

ど
、
世
代
を
越
え
て
集
ま
る
場
所
で

す
。
料
理
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て

お
い
し
く
て
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
店
主
の
遠
藤
さ
ん
は
「
亡
き

父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
始
め

た
お
店
が
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
れ
た
の
は
周
り
の
皆
さ
ん
か

ら
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆

さ
ん
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
、
私

は
本
当
に
幸
せ
者
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
お
客
さ
ん
か
ら
の
『
お

い
し
か
っ
た
。
ま
た
来
ま
す
』

と
い
う
言
葉
を
や
り
が
い
に
し

て
、
体
の
続
く
限
り
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

朝日町ワイン×ウサヒコラボ
MBA クラフトサイダーが新発売

　
こ
の
た
び
、
朝
日
町
ワ
イ
ン
に
新

商
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
ク
ラ
フ
ト
サ
イ
ダ
ー
」
で
す

（
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
ブ
ド
ウ
の
品
種
で
あ
る

マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
Ａ
の
略
称
）。

　
こ
の
サ
イ
ダ
ー
は
、
朝
日
町
産
の

マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
Ａ
が
原
料
に

使
用
さ
れ
、
ワ
イ
ン
城
売
店
で
の
み

の
販
売
。
朝
日
町
ワ
イ
ン
の
池
田
秀

和
工
場
長
は
「
赤
い
果
実
の
華
や
か

な
香
り
と
、
爽
や
か
な
甘
味
の
中
に

心
地
よ
い
酸
味
と
気
泡
が
溶
け
込
ん

だ
ち
ょ
っ
ぴ
り
ぜ
い
た
く
な
仕
上
が

り
」
と
話
し
ま
す
。

　
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
「
ま
よ
ひ
が

企
画
」（
佐
藤
恒
平
代
表
）
が
担
当
。

桃
色
ウ
サ
ヒ
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
子
ど
も
や
女
性
を

意
識
し
た
ゆ
る
く
か
わ
い
ら
し
い
ラ

ベ
ル
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
日
町
ワ
イ
ン
で
は
、
こ
こ
何
年

と
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
ワ
イ
ン
城
へ
の

来
館
者
は
激
減
。
人
の
流
れ
が
戻
り

つ
つ
あ
る
中
、
打
開
策
と
し
て
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
飲
め
る
ク
ラ
フ
ト

サ
イ
ダ
ー
を
開
発
し
、
売
店
で
の
限

定
販
売
と
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
サ
ヒ
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
Ｍ
Ｂ

Ａ
ク
ラ
フ
ト
サ
イ
ダ
ー
」
を
紹
介
す

る
と
、
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
か
ら
「
ボ

ト
ル
の
ウ
サ
ヒ
が
か
わ
い
す
ぎ
る
」

「
是
非
と
も
飲
ん
で
み
た
い
」「
早
速

購
入
し
て
き
た
よ
」
と
い
っ
た
反
響

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ン
城
へ
の
来
館
記
念
や
新
た

な
お
土
産
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。



２月１日～２月 28 日届出

人口と世帯数Population
●令和５年２月28日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，１８１ 人 (－  ８)
　　　男 ３，０７２ 人 (－   ４)

　　女 ３，１０９ 人 (－   ４)
　世帯数 ２，３４９ 世帯 (＋  １)

------ ２月中の異動 ------
出生　　　１人　　転入 　８人
死亡　　　８人　　転出 　９人

※（　）内は先月比

保護者名性別

すこやかに

区　名 出生児氏名

Births

栄　町 小　関　崇　夫 惠美子
新　宿 髙　田　　　昇 本　人
大谷第六 川　村　庄　市 利　之

やすらかにObituaries
区　名 死亡者氏名 世帯主名

　夏草　　小　林　　柚
ゆず

　　　女　　和摩・　桃　

　
近
年
、
心
の
病
気
で
治
療
し
て

い
る
方
の
割
合
は
30
人
に
１
人
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
や
早

期
治
療
に
よ
り
、
心
の
健
康
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
心
の
病
気
の
予
防

①
自
分
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
を
知
る

　
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
状

態
で
は
、
眠
れ
な
い
、
お
な
か
が

痛
く
な
る
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
な

ど
何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
が

出
て
い
る
も
の
で
す
。
気
づ
か
な

い
ま
ま
ス
ト
レ
ス
を
受
け
続
け
る

と
、
更
に
調
子
を
崩
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ

ン
に
気
付
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

セ
ル
フ
ケ
ア
が
早
め
に
と
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

②
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
セ
ル
フ
ケ
ア

　
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

う
に
は
、
食
事
や
運
動
、
睡
眠
な

ど
の
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
日
常
生
活
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
こ
と
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
と
き
は
、
問
題
点
や
よ

く
な
い
こ
と
に
ば
か
り
注
目
し
が

ち
で
す
。
で
き
て
い
る
こ
と
に
目

を
向
け
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
困
っ
た
と
き
は
誰
か
に
話
す

　
困
っ
た
と
き
、
つ
ら
い
と
き
は

話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、

気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◇
症
状
が
続
く
場
合
は
早
め
に
受
診

　
心
の
不
調
や
ス
ト
レ
ス
症
状
が

長
く
続
い
た
り
、
日
常
生
活
に
支

障
が
出
て
い
る
場
合
に
は
、
早
め

に
精
神
科
、
心
療
内
科
、
精
神
神

経
科
等
の
医
療
機
関
に
相
談
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
医
療
機
関
を
受
診
し
た
い
と

思
っ
て
も
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
戸

惑
う
と
き
は
、
町
健
康
福
祉
課
、

保
健
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
・
相
談
先

○
山
形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３-
６
２
４-

１
２
１
７

○
山
形
県
村
山
保
健
所

☎
０
２
３-

６
２
７-
１
１
８
４

○
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
＠
山
形

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談

が
で
き
ま
す
。

（
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
友
達
登
録
）

○
健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係

　
☎
67-

２
１
１
６

大切な心の健康のために
１人で悩まず、まず相談

今月の担当…木村 朋恵　主査兼保健医療係長
【令和４年度 第 11 回】
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348

広報誌でふるさとのぬくもりを
町外在住者の広報誌定期購読を受け付けています。

　「町外に住んでいるけど朝日
町の情報が欲しい」「ふるさと
のぬくもりを感じたい…」。朝
日町では広報誌の定期購読制
度を設け、こうした声にお応
えしています。遠方にお住ま
いの家族や親類の方々にぜひ
ご紹介ください。

▶料　金　年間１,６８０円
　（１カ月あたり送料１４０円）
▶申込み　下記へ電話、メール
　等で申込ください。後日、郵便
　払込取扱票をお送りします。
▶申込み先　政策推進課　☎６７－２１１２
　　　　　   E-mail　inform@town.asahi.yamagata.jp

アケビを使ったクラフトビール
アケビアー第２弾が販売開始

　地域おこし協力隊の田岡知暁さんが企画し好評を博
した、町特産のアケビを利用したクラフトビール「ア
ケビアー」の第２弾が販売されます。製造方法や風味、
ラベルのデザインは、前回購入できなかったという声
が多く寄せられていることから、第１弾とほぼ同様の内
容となっています。
　アケビアー第２弾は、３月 21日（火）から、道の駅
あさひまちや町内の小売店にて１本 900 円で販売。町
内飲食店でも提供されますので、この機会に試してみ
てはいかがでしょうか？

　NPO 法人朝日町エコミュージアム協会では、これまで地域の文化財の保存と活用の取り組みを行い、その活動

の一つとして平成 28 年度から 30 年度にかけて朝日町内の神社・御堂を調べました。

　人々の祈りや想いが寄せられてきた神社や御堂を毎号紹介していきます。

　本堂にある棟札には「天下泰平　寛延二己巳稔　奉再興当初鎮守天
神宮一社成就処　霜月秋八日　遷宮導師八沼若宮寺住盛永」とあり、
若宮寺記録にも「寛延二年己巳霜月八日、新崩天神再建、導師盛永、
新崩名主権八郎外八名　大工長沼清兵衛」と記されていることから、
寛延二年（１７４９）に新崩村の人々によって再建されたことが分かり
ます。大工の清兵衛は長沼に居り、当時名工と言われており、社殿は
六尺四面の一間社流

ながれづくり
造で、木

き ば な
鼻や蟇

かえるまた
股の造作も素晴らしいものです。なお、清兵衛は元文五年（１７４０）

水口の十一面観音堂を建てています。御神体は衣
い か ん

冠束
そくたい

帯の一本造りの神像で、平安時代の大学者、書道の神
として崇敬されてきた菅原道真です。

朝
日
町
の

神
社
と

御
堂

天神宮（常
と き わ

盤 新
にっくずれ

崩）第１回
▶
地
図
は

こ
ち
ら
か
ら

 【所在地】新崩集落の中ほどの西側に建っている

エコミュージアム新連載



　
 http

s://w
w

w
.to

w
n.asahi.yam

agata.jp
■

印
刷

　
㈱

大
風

印
刷

■
発

行
 山

形
県

朝
日

町
　

■
編

集
 朝

日
町

広
報

委
員

会
山

形
県

西
村

山
郡

朝
日

町
大

字
宮

宿
1115

☎
0237（

67）2111
第
796

号
令

和
5

年
3

月
16日

発
行

広
報
あ
さ
ひ
ま
ち

　
今
号
で
は
、
地
域
の
魅
力
を
知
る
と
題

し
、
全
く
別
の
視
点
を
持
つ
２
つ
の
発
表

会
を
特
集
し
ま
し
た
。
大
谷
小
学
校
で

は
国
道
沿
い
に
あ
り
、
普
段
何
気
な
く
見

て
い
る
「
よ
だ
れ
地
蔵
」
に
注
目
し
て
い

ま
し
た
が
、
自
分
に
置
き
換
え
る
と
何
だ

ろ
う
と
考
え
た
時
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が

「
和
合
警
備
所
」
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
「
じ
ゃ
あ
警
備
所
に
集
合
ね
」
な
ど
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ど
う
い
っ
た
建
物

か
は
さ
っ
ぱ
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
良
い
機
会
な
の
で
調
べ
て
み
る
と
、
昭

和
10
年
（
１
９
３
５
年
）
に
建
築
さ
れ
、

消
防
団
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ノ
ー

ト
に
よ
る
と
「
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に
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ほ
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行
な
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り
、
私
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生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
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こ
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な
が
ら
懐
か
し
い
よ
う
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不
思
議
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
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金メダリストがやって来た！

（２/26）生涯学習推進大会記念講演

（２/25）ミズノビクトリークリニック

　長野オリンピック スキージャンプ競技 
金メダリストの船木和喜氏を招いた「ミ
ズノビクトリークリニック」が２月 25 日、
Asahi 自然観スノーパークで開かれ、町
内の小学生ら 24 人が参加しました。子
どもたちは力量に合わせた４班に分かれ、

班ごとに船木氏との滑走を楽しみました。
船木氏は子どもたちへ「スキーは一度滑
れるようになると大人になっても滑れま
す。長く続けてくれると嬉しいです。一
緒にジャンプできる日が来るのを待って
います」と話していました。

　２月 26 日に開催した生涯学習推進
大会では船木氏による記念講演がトー
クショー形式で行われました。長野オ
リンピック当時の話やスキージャンプ
競技全般の話などさまざまな興味深い
話を披露。講演の後半質問コーナーで、
緊張の克服方法について聞かれた船木

氏は「僕もいまだに緊張しています。
緊張も個性として受けとめ、その上で
どうするかということが大事なんだと
思います」と回答していました。
　本物の金メダルが手元に回されるな
ど、サービス精神あふれる記憶に残る
講演となりました。

朝日町×ミズノ
◀まちの写真館
　ビクトリークリニック（左）
　生涯学習推進大会（右）

１. 船木氏と滑る合間に笑顔で会話する子どもたち　２. クリニック終了後はサイン会を実施　３. 子どもたちの滑りを後ろから見守る船木氏

３

１ ２

４. 金メダルが来場者の手元に　５. 会場入口に実物のジャンプ用品を展示　６.トークショーの相手役はフリーアナウンサーの伊藤こず恵氏

４ ５ ６６


